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近
世
期
の
大
名
の
文
事
と
し
て
、
福
井
久
蔵
は
儒
学
、
神
道
、
仏
教
、
国
学
、

歴
史
、
地
誌
、
政
令
と
教
訓
、
兵
学
、
科
学
、
本
草
、
和
歌
、
連
歌
、
俳
諧
、

紀
行
文
学
、
園
林
文
学
、
戯
文
、
漢
文
学
、
漢
詩
、
狂
詩
、
音
楽
、
絵
画
、
書

道
、
茶
道
、
随
筆
、
叢
書
の
項
目
を
挙
げ
る⑴
。
そ
の
広
範
な
世
界
、
付
随
し
た

諸
書
収
集
、
臣
下
へ
の
教
育
、
交
遊
な
ど
注
目
す
べ
き
現
象
が
多
い
が
、
そ
の

解
明
の
遅
れ
を
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
本
学
日
本
文
学
科
で
は
そ
の
問
題
意

識
に
立
ち
、
大
名
の
文
事
と
し
て
和
歌
に
注
目
し
、
伊
達
吉
村
、
村
倫
・
重
村

関
係
の
和
歌
資
料
を
所
蔵
す
る
に
至
っ
た
（
以
下
「
女
子
大
本
」）。
こ
れ
ら
の

和
歌
資
料
は
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
新
資
料
群
で
あ
る
。
本
稿
は
そ
の
報

告
を
中
心
と
し
て
考
察
す
る
も
の
と
す
る
。

１　

伊
達
吉
村

ま
ず
関
係
人
物
を
概
観
す
る
。
伊
達
吉
村
は
和
歌
文
学
辞
典
類
に
立
項
さ
れ

る
歌
人
で
あ
る
。
五
代
仙
台
藩
主
、
学
問
は
田
辺
希
賢
、
希
文
、
大
島
設
な
ど

に
師
事
し
、
狩
野
派
に
絵
画
を
学
び
、
能
は
金
春
流
の
桜
井
八
右
衛
門
安
成
に

師
事
し
、
そ
の
方
面
の
著
述
も
多
い
。
和
歌
は
中
院
通
茂
、
武
者
小
路
実
陰
、

竹
内
惟
庸
、
清
水
谷
実
業
に
就
き
、
実
作
も
多
く
遺
さ
れ
て
い
る
。
紀
行
文
に

も
優
れ
て
い
た
。

も
と
も
と
伊
達
政
宗
が
風
流
の
志
が
篤
く
、
高
田
築
城
の
隙
に
『
伊
達
の
松

原
』『
海
人
の
捨
草
』
を
編
み
、「
さ
ゝ
ず
と
も
誰
か
は
こ
え
む
逢
阪
の
關
の
戸

う
づ
む
夜
半
の
白
雪
」
が
人
口
に
膾
炙
し
た
こ
と
を
福
井
は
指
摘
し
、「
伊
達

家
は
東
北
の
雄
藩
、
京
師
の
文
化
を
う
つ
し
植
う
る
こ
と
年
尚
し
く
、
祖
先
に

好
文
の
人
あ
り
、
そ
の
後
葉
に
文
学
を
嗜
む
人
多
く
、
歴
世
祖
風
を
う
け
つ
ぎ

て
、
こ
れ
を
顕
彰
せ
ん
と
の
傾
向
は
他
藩
よ
り
も
著
し
き
が
如
し
」
と
述
べ
て

い
る
。
福
井
は
、
政
宗
の
孫
に
し
て
一
関
藩
田
村
家
当
主
と
な
っ
た
建
顕
、
宇

和
島
藩
主
伊
達
宗
利
、『
東
門
歌
集
』
の
あ
る
仙
台
藩
主
綱
村
の
名
を
挙
げ
た

後
に
、

　

そ
の
頃
仙
臺
藩
に
於
て
は
左
近
中
将
吉
村
最
も
こ
の
道
を
好
み
、
京
師

の
公
卿
と
の
交
渉
も
し
げ
く
、
又
田
村
建
顕
の
歌
書
を
借
り
て
う
つ
せ
る

も
の
の
み
に
て
も
少
な
か
ら
ず
、
中
院
の
拾
遺
愚
草
俟
段
抄
な
ど
の
珍
籍

も
あ
り
、
正
徳
二
年
に
は
冷
泉
為
綱
に
請
ひ
公
卿
に
嘱
し
て
仙
臺
名
所
歌

集
を
作
り

と
述
べ
て
い
る
。
渡
辺
憲
司
は
「
田
村
建
顕
の
志
を
継
承
し
た
の
は
誠
顕
（
福

田
注
：
建
顕
の
子
、
二
代
目
一
関
藩
主
）
よ
り
も
仙
台
藩
第
五
代
藩
主
伊
達
吉

伊
達
家
の
歌
会
（
吉
村
・
村
倫
・
重
村
の
和
歌
）

―
日
本
文
学
科
所
蔵
資
料
か
ら

―

福
　
　
田
　
　
安
　
　
典
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村
で
あ
る
」
と
し
て
、

　

吉
村
は
歌
会
の
三
年
前
の
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）、
綱
村
の
跡
を
襲

封
し
、
獅
子
公
と
号
し
田
辺
希
賢
等
に
学
問
を
学
び
歴
代
藩
主
中
最
も
賢

君
で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

彼
が
編
ん
だ
仙
台
市
立
博
物
館
蔵
『
隣
松
集
』
七
冊
の
大
名
本
ら
し
い

見
事
さ
は
、
公
家
た
ち
と
大
名
歌
人
の
作
り
だ
し
た
芸
術
的
香
気
の
漂
っ

た
も
の
で
、
大
名
と
堂
上
歌
壇
の
結
実
し
た
ひ
と
つ
の
頂
点
を
示
す
が
ご

と
き
美
し
さ
を
持
っ
て
い
る
。

と
述
べ
て
い
る⑵
。
女
子
大
本
『
詠
歌
大
概
』
は
そ
の
「
大
名
本
ら
し
い
見
事
さ
」

が
あ
る
が
、
次
の
奥
書
が
あ
る
。

右
此
一
帖
随
政
務
之
暇
書
寫
之
加
校
合
畢

　

元
禄
十
七
暦
弥
生
中
浣　
　

左
近
衛
権
少
将
藤
原
朝
臣
吉
村

此
本
中
院
前
内
府
通
茂
公
以
自
筆
再
令
校
合
者
也

　

宝
永
元
仲
冬
念
四　
　

吉
村
（
花
押
）

す
な
わ
ち
、
元
禄
十
七
年
に
吉
村
が
『
詠
歌
大
概
』
を
書
写
し
た
後
に
宝
永

元
年
に
な
っ
て
中
院
通
茂
が
自
筆
で
校
合
し
た
本
な
の
で
あ
る
。
吉
村
は
『
隣

松
集
』
に
於
い
て
も
中
院
通
茂
以
下
五
名
の
京
都
公
卿
に
加
点
を
頼
ん
で
お
り
、

こ
の
女
子
大
本
『
詠
歌
大
概
』
も
ま
さ
に
「
公
家
た
ち
と
大
名
歌
人
の
作
り
だ

し
た
芸
術
的
香
気
」
を
醸
し
て
い
る
逸
品
と
言
え
よ
う
。
他
に
女
子
大
本
『
松

か
浦
嶋
の
記
』
に
も
「
右
者
中
院
前
内
府
通
茂
公
入
見
参
歌
詞
等
得
概
括
畢
」

と
い
う
識
語
が
あ
る
。

吉
村
以
後
、
宗
村
、
重
村
、
斉
村
、
周
宗
、
斉
宗
、
斉
義
、
斉
邦
、
慶
邦
の

歴
代
も
歌
道
に
精
進
し
た
こ
と
も
福
井
は
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
宇
和
島
伊
達

家
も
秀
宗
、
宗
利
の
草
創
期
に
桑
折
宗
臣
ら
が
中
心
と
な
っ
て
和
歌
に
興
じ
、

中
興
の
祖
、
村
候
（
号
、
楽
山
）
を
中
心
と
し
た
文
化
興
隆
期
を
迎
え
た
。
村

候
の
生
母
が
吉
村
の
娘
で
あ
る
。
村
候
、
村
寿
に
よ
り
「
宇
城
和
歌
御
会
」
が

始
ま
り
、
幕
末
に
宗
紀
、
宗
城
が
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た⑶
。
か

た
が
た
以
て
伊
達
家
の
歌
学
の
重
層
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
の
伊
達
一
族
に
登
米
伊
達
氏
が
い
る
。
日
本
女
子
大
学
和
歌
資
料
の
半
分

は
こ
の
登
米
伊
達
氏
、
特
に
七
代
当
主
村む
ら
と
も倫
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
登
米
伊

達
家
は
三
代
当
主
五
郎
吉
か
ら
九
代
村
良
に
至
る
七
代
の
う
ち
五
名
を
他
家
か

ら
当
主
と
し
て
迎
え
て
お
り
、
そ
の
五
名
す
べ
て
が
仙
台
藩
主
の
子
ど
も
で
あ

る
と
い
う
、
仙
台
藩
と
特
別
の
つ
な
が
り
を
有
す
る
藩
で
あ
っ
た
。
村
倫
は
伊

達
美
作
村
和
の
子
で
、
養
子
と
し
て
登
米
伊
達
家
七
代
当
主
と
な
っ
た
が
、
吉

村
の
子
の
村
勝
を
八
代
目
に
迎
え
た⑷
。
村
倫
は
享
保
十
年
正
月
十
五
日
、
吉
村

の
前
で
元
服
式
を
挙
行
し
、
吉
村
か
ら
諱
の
一
字
を
も
ら
い
伊
達
相
模
村
倫
と

改
名
し
た
。
吉
村
と
村
倫
と
の
つ
な
が
り
は
深
い
の
で
あ
る
。

さ
て
、
吉
村
は
単
に
歌
作
を
嗜
ん
で
い
た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
福
井
は

「
同
族
の
人
例
へ
ば
伊
達
村
胤
の
集
を
撰
み
て
こ
れ
に
序
を
附
け
、
又
屡
々
歌

会
を
催
し
点
を
加
ふ
る
な
ど
専
門
歌
人
の
如
き
も
の
あ
り
」
と
指
摘
す
る
。
女

子
大
本
和
歌
資
料
に
は
村
倫
の
も
と
で
吉
村
が
開
催
し
た
歌
会
の
原
資
料
、
お

よ
び
処
々
に
吉
村
の
加
点
や
添
削
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

２　

吉
村
主
催
の
歌
会
、
お
よ
び
加
点
添
削

女
子
大
本
和
歌
資
料
は
全
六
巻
、
当
初
か
ら
一
ま
と
ま
り
の
作
品
だ
っ
た
わ
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け
で
は
な
く
、
後
に
和
歌
懐
紙
類
を
編
集
し
て
六
巻
に
仕
立
て
た
よ
う
で
、
両

紙
の
大
き
さ
や
時
代
、
性
格
も
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
あ
る
程
度
の

編
纂
姿
勢
は
見
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
六
巻
は
桐
箱
に
収
容
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
箱
の
裏
書
に
「
明
治
二
十
三
年
五
月
上
旬
作
之
」
と
あ
る
。
こ
の
記
述
は

単
に
保
存
箱
の
制
作
年
代
を
示
す
も
の
と
も
受
け
止
め
ら
れ
る
し
、
和
歌
資
料

の
編
纂
時
期
を
示
唆
す
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
憶
測
に
す
ぎ
な
い
の
で

本
稿
で
は
保
存
箱
の
制
作
時
期
と
考
え
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

六
巻
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
但
し
巻
の
数
字
は
整
理
者
が
仮
に
付

し
た
も
の
で
あ
る
。

巻
一
「
享
保
十
九
年
九
月
晦
日
御
当
座
御
会
ニ
付
読
上
候
御
哥
共
御
添
削

可
致
」「
享
保
十
九
年
十
月
十
四
日
菊
之
御
詠
草
被
下
置
候
御
返
哥
ニ

被
罷
上
候
御
詠
草
」「
享
保
廿
年
三
月
貞
山
様
御
百
年
忌
御
懐
旧
之
題

郭
公
催
懐
旧
と
云
御
題
に
て
御
読
被
罷
上
候
御
詠
草
」「
享
保
廿
年
乞

巧
奠
御
添
削
相
済
候
御
詠
草
」「
享
保
廿
年
江
戸
に
て
被
罷
上
候
名
取

川
之
御
詠
草
并
淺
布
ノ
御
詠
草
并
富
塚
大
門
へ
の
御
返
し
御
詠
草
」

「
元
文
三
年
詠
草　

寂
照
院
殿
十
七
回
忌
追
善
十
首
」「
元
文
五
年
九
月

十
三
夜
御
上
御
出
題
并
御
手
前
御
出
題
共
御
添
削
済
候
御
詠
草
二
通
」

他
巻
二
「
十
首
組
題
」「
去
年
中
読
置
候
詠
草
指
上
申
候
事
」「
去
年
中
指
上

申
候
百
首
三
十
首
詠
草
御
添
書
ニ
付
再
応
指
上
候
御
詠
」「
享
保
十
九

年
十
月
十
日
当
座
組
題
之
内
指
上
候
詠
草
」「
詠
十
首
和
歌
」「
元
文
弐

年
屋
形
様
え
指
上
候
詠
草
」「
詠
十
首
和
歌
」
他

巻
三
「
乍
憚
奉
伺
候
覚　

九
月
二
日
」「
乍
憚
奉
伺
候
覚
」

巻
四
「
延
享
三
年
正
月
九
日
会
始
」「
寛
延
二
年
正
月
九
日
会
始
」「
六
月

十
五
日
当
座
」「
八
月
十
六
日
月
見
会
」「
同
夜
当
座
」

巻
五
「
九
月
十
三
日
夜
会
」
他

巻
六
「
安
永
八
年
十
月
廿
八
日
月
次
会
兼
題
」
他

村
倫
は
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
生
ま
れ
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
に
養
子

と
な
り
、
享
保
十
年
に
吉
村
の
前
で
元
服
し
た
。
そ
の
十
七
年
後
の
寛
保
二
年

（
一
七
四
二
）
に
二
十
八
歳
の
生
涯
を
閉
じ
て
い
る
。
巻
四
以
後
は
村
倫
没
後
の

和
歌
群
と
い
う
こ
と
な
る
。
ま
た
吉
村
も
宝
暦
元
年
に
没
し
て
い
る
の
で
、
巻

六
は
吉
村
没
後
の
和
歌
群
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
女
子
大
資
料
は
村
倫
生
存
中

の
巻
一
か
ら
巻
三
、
吉
村
生
存
中
の
巻
五
ま
で
、
そ
し
て
両
者
没
後
の
巻
六
に

分
け
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

巻
一
は
村
倫
の
読
ん
だ
歌
に
吉
村
が
墨
筆
で
〽
点
（
長
点
）
や
ミ
セ
ケ
チ
に

よ
る
添
削
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
冒
頭
は
享
保
十
九
年
九
月
晦
日
と
あ
る
の

で
村
倫
が
元
服
し
て
十
年
、
よ
う
や
く
藩
主
と
し
て
風
流
を
理
解
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
九
月
一
三
日
ま
で
の

詠
草
類
で
あ
る
。
巻
中
に
源
隆
義
の
和
歌
お
よ
び
添
削
も
見
え
る
。
冒
頭
歌
は

「
河
紅
葉
」
の
題
詠
で
、

龍
田
姫
錦
織
ら
ん
こ
の
こ
ろ
は
波
に
あ
や
な
す
瀬
々
の
紅
葉
は

以
下
の
三
首
で
あ
る
。
吉
村
は
二
首
目
に
長
点
を
つ
け
る
が
、
一
首
目
に
は
な

い
。
そ
し
て
「
き
こ
え
候
得
と
も
、
た
つ
た
姫
の
錦
お
る
と
申
事
は
こ
て
よ
み

な
れ
。
あ
ま
り
に
ふ
る
め
か
し
く
候
」
と
批
評
し
て
い
る
。
村
倫
の
初
心
を
教

導
し
た
も
の
と
み
た
い
。
こ
の
龍
田
姫
詠
が
村
倫
へ
の
初
添
削
と
は
断
じ
得
な

い
が
、
そ
れ
で
も
初
期
の
資
料
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
以
後
、
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村
倫
歌
へ
の
吉
村
の
添
削
が
続
く
が
、
そ
の
一
例
を
挙
げ
て
お
く
。

〽
置
霜
に
う
つ
ろ
ふ
菊
の
花
も
な
を
君
か
情
め
く
み

の
ヒ

つ
ゆ
に
色
そ
ふ

　
　
を　

か
な　

此
も
じ
能
し　

お　

は
あ
し
く
候

〽
露
は
お
け
と
君
か
恵
の
露
にか
け
て
ふ
か
く
も

猶
と
る
よ
り
菊

ヒ
ヒ
ヒ
ヒ

　
　ヒ
ヒ

の
色
か
そ
ふ
ら
ん

（「
享
保
十
九
年
十
月
十
四
日
菊
之
御
詠
草
被
下
置
候
御
返
哥
ニ
被
罷
上
候

御
詠
草
」）

巻
二
は
す
べ
て
村
倫
の
題
詠
歌
に
吉
村
が
墨
筆
で
〽
点
（
合
点
）
や
ミ
セ
ケ

チ
に
よ
る
添
削
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
と
元
文

二
年
（
一
七
三
七
）
の
作
が
確
認
で
き
る
。
巻
一
と
同
じ
村
倫
の
詠
で
あ
る
が
、

題
詠
歌
を
集
め
た
編
纂
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。

特
筆
す
べ
き
は
巻
三
で
あ
る
。「
村
倫
君
御
伺
書　

吉
村
君
御
直
書
に
て
御

書
入　

四
巻
」
と
い
う
付
箋
が
有
り
、
村
倫
が
歌
道
に
つ
い
て
吉
村
に
直
接
尋

ね
、
吉
村
が
朱
筆
で
自
筆
を
も
っ
て
答
え
た
生
々
し
い
資
料
な
の
で
あ
る
。
四

巻
と
あ
る
が
現
行
は
二
巻
、
冒
頭
に
「
乍
憚
奉
伺
候
覚
」
と
あ
っ
て
、
一
は
末

尾
「
右
之
通
恐
入
候
御
座
候
事
共
品
々
事
多
々
御
座
候
へ
は
不
省
憚
奉
伺
候
御

事
／
九
月
二
日　

村
倫
上　

上
」
と
あ
る
（
本
稿
で
は
「
第
一
回
伺
い
」
と
仮

称
）
二
十
八
条
、
も
う
一
つ
は
「
右
之
通
乍
憚
至
極
数
多
に
御
座
候
へ
は
奉
伺

候
御
事
／
正
月
六
日　

村
倫
上　

上
」（
本
稿
で
は
「
第
二
回
伺
い
」
と
仮
称
）

と
あ
っ
て
や
は
り
二
十
八
条
、
計
五
十
六
条
に
の
ぼ
る
。
か
な
り
の
長
文
で
全

容
紹
介
は
別
の
機
会
に
譲
る
が
、
一
部
を
紹
介
す
る
。
一
つ
書
き
の
質
問
が
村

倫
、
そ
れ
に
対
す
る
吉
村
の
回
答
は
ポ
イ
ン
ト
を
落
と
し
て
示
し
た
（
句
読
点

は
適
宜
付
し
、
用
字
も
一
部
改
め
て
い
る
）。「
第
一
回
伺
い
」
に
は
、

一�　

新
敷
冷
泉
家
抔
ゟ
之
出
題
は
本
歌
も
証
哥
も
有
之
間
敷
事
と
奉
存
候
。

左
様
之
節
は
時
々
師
匠
か
先
達
に
尋
申
事
と
奉
存
候
。
乍
然
も
左
様
に

も
不
罷
成
候
は
ゝ
断
不
読
候
外
ハ
罷
成
不
申
候
と
奉
存
候
。

　

た
つ
ね
候
こ
と
及
不
申
。
古
の
題
の
数
を
よ
み
候
得
て
を
の
つ
か
ら
新

作
の
題
も
こ
の
題
は
此
心
と
知
候
も
の
に
候
。
中
々
時
々
尋
よ
み
候
物
に

は
御
座
候
。

一�　

乍
如
何
申
上
候
。
廻
文
之
義
如
何
よ
み
候
御
事
。
折
句
等
は
読
み
申

候
起
句
何
様
に
も
つ
ゝ
け
ら
れ
不
申
御
事
御
伝
受
も
御
座
候
は
ゝ
奉
承

知
置
申
度
御
事
。

　

こ
れ
は
昔
と
違
い
当
時
は
よ
み
候
も
の
は
哥
に
能
々
堪
能
の
人
な
ら
て

は
よ
み
か
た
き
も
の
に
候
。

一�　

耳
底
記
ニ
物
の
名
の
詠
格
と
申
候
御
事
御
座
候
。
日
く
ら
し
瀧
に
而

幽
齋
の
可
読
候
節
の
雑
談
の
う
ち
に
相
見
得
申
候
御
事
。
物
の
名
の
詠

格
奉
承
度
御
事
。

　

物
の
名
は
何
に
て
も
取
入
よ
み
申
候
。
こ
れ
も
当
時
は
よ
み
候
人
、
堂

上
に
も
あ
り
か
た
く
御
座
候
。

一　

道
之
記

一　

序
之
類

　

右
之
義
伺
候
へ
は
前
々
御
挨
拶
書
被
成
下
候
は
古
き
集
等
見
可
申
由

奉
承
知
候
。
序
は
二
十
一
代
集
に
も
有
之
候
。
序
の
類
は
如
何
可
仕
哉
。

只
今
御
不
心
得
之
御
事
。

　

道
の
記
は
道
中
の
事
を
書
記
し
候
。
詞
書
は
歌
の
前
書
に
候
。
序
は
書
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初
の
発
端
ヲ
書
候
か
序
に
候
。
道
の
記
も
書
本
と
板
本
に
て
あ
ま
た
あ
る

も
の
に
候
。

の
如
き
質
疑
応
答
が
続
い
て
い
る
。
村
倫
が
も
っ
と
も
言
及
す
る
の
は
『
耳
底

記
』
で
あ
り
、
こ
の
問
答
が
『
耳
底
記
』
を
模
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。

一
例
を
示
す
。「
第
一
回
伺
い
」
の
、

一�　

哉
之
事
。
書
中
申
上
候
事
に
も
無
之
候
へ
共
、
も
し
奉
承
知
に
も
罷

成
候
哉
と
申
上
候
御
事
。
先
以　
　

哉　

つ
　ゝ

之
事
読
得
候
人
無
之

義
故
製
に
御
座
候
哉
。
ま
た
伝
受
の
上
、
哥
学
者
も
よ
み
申
御
事
に
御

座
候
哉　

不
心
得
之
御
事　

是
も
耳
底
記
に　

か
へ
る
哉　

吹
な
か
す

哉
、
中
の
哉
と
御
座
候
。
一
向
に
存
寄
も
無
之
不
通
之
御
事

　

こ
れ
は
一
向
に
極
秘
の
て
に
を
は
の
伝
受
故
私
等
な
と
も
合
点
無
事
に

候
。

と
い
う
一
条
は
、
次
の
『
耳
底
記
』
の
記
述
を
踏
ま
え
て
い
る
。

一�　

哉
と
申
に
三
あ
り
。
三
光
院
殿
古
今
御
傳
受
の
と
き
仰
ら
れ
て
き
か

せ
ら
れ
た
り
。
一
に
は
中
の
哉
。
二
に
は
か
へ
る
哉
。
三
に
は
ふ
き
な

か
す
哉
也
。
か
へ
る
哉
に
面
白
哥
あ
る
も
の
也
。
か
し
こ
ま
る
―
中
の

哉
な
り
。
君
が
代
に
―
か
へ
る
哉
な
り
。
さ
く
ら
さ
く
―
ふ
き
な
か
す

哉
也
。
あ
ま
ね
く
人
の
し
ら
ぬ
事
。

『
耳
底
記
』
に
於
い
て
「
あ
ま
ね
く
人
の
し
ら
ぬ
事
」
と
あ
る
の
を
初
心
の

村
倫
は
素
朴
に
も
吉
村
に
質
し
た
の
だ
が
、
吉
村
と
て
知
る
は
ず
も
な
く
、「
こ

れ
は
極
秘
の
て
に
を
は
の
伝
受
な
の
で
、
私
も
よ
く
知
ら
な
い
」
と
答
え
る
し

か
な
く
、
こ
の
遣
り
取
り
に
大
名
同
士
の
和
歌
の
添
削
の
実
態
が
覗
え
る
。

「
第
二
回
伺
い
」
に
は
次
の
よ
う
な
条
が
あ
る
。

一�　

証
哥
に
は
何
々
の
御
代
ま
て
用
候
御
事
。
近
代
に
も
何
有
之
御
歌
と

も
用
申
候
事
。
通
村
通
茂
公
抔
は
是
又
承
知
仕
候
共
餘
委
伺
落
し
申
候

間
奉
伺
候
御
事
。

　

証
歌
に
は
当
時
の
歌
に
も
伝
受
の
人
の
歌
は
証
拠
に
な
り
候
事
に
候
。

一�　

八
雲
御
抄
に
も
源
氏
は
本
歌
と
り
不
申
由
。
尤
幽
齋
聞
書
の
書
ニ
も

御
座
候
。
乍
然
お
り
に
は
取
候
様
に
幽
齋
聞
書
に
は
相
見
得
申
候
。
と

か
く
不
心
得
の
義
を
し
付
か
た
く
奉
存
奉
伺
候
御
事
。

　

歌
詞
と
も
に
と
り
可
申
事
に
候
。
い
か
ほ
と
も
御
座
候
。
取
様
も
品
々

可
有
事
と
承
候
。
源
氏
伊
勢
も
の
か
た
り
と
て
も
め
つ
た
と
取
候
へ
は
却

て
と
ら
ぬ
に
は
お
と
り
申
候
。

一�　

物
か
た
り
の
う
ち
も
源
氏
と
伊
勢
物
語
計
詞
歌
に
も
用
申
候
や
之
御

事
。
外
ハ
物
か
た
り
候
と
も
と
り
不
申
候
や
御
事
。

　

さ
こ
ろ
も
の
詞
よ
み
申
候

さ
て
、「
第
一
回
伺
い
」「
第
二
回
伺
い
」
と
も
に
最
終
条
は
村
倫
の
和
歌
へ

の
率
直
な
疑
問
が
記
さ
れ
る
。「
御
政
道
」
や
「
人
倫
」
な
ど
の
語
が
散
見
す

る
が
、「
第
一
回
伺
い
」
の
最
終
条
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一�　

哥
道
と
申
候
と
哥
を
読
、
御
伝
授
と
二
様
に
有
之
様
に
奉
存
候
。
哥
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読
候
伝
受
は
よ
み
か
た
等
て
に
は
の
御
伝
の
御
事
と
奉
存
候
。
哥
道
と

得
意
道
に
よ
つ
て
人
の
上
の
事
世
の
中
の
事
ま
て
哥
の
道
に
通
申
候
而

人
倫
の
道
も
明
ら
め
候
事
と
被
存
候
。
左
様
に
御
座
候
得
は
哥
を
読
候

も
哥
道
一
躰
に
終
は
罷
成
候
半
御
事
と
奉
存
不
申
候
御
事
。
若
如
斯
心

得
候
へ
は
入
ほ
か
の
形
入
に
も
御
座
候
と
読
方
之
事
に
は
無
之
候
へ
共

奉
窺
候
御
事
。

伊
達
騒
動
の
余
燼
の
燻
る
中
に
新
藩
主
と
な
っ
た
青
年
の
気
負
い
が
読
み
取

ら
れ
よ
う
。
こ
の
質
問
に
対
す
る
吉
村
の
返
答
は
た
だ
「
餘
り
高
上
に
成
過
候

得
は
却
て
道
の
妨
な
る
も
の
に
候
」
だ
け
で
あ
っ
た
。

３　

吉
村
文
化
圏

巻
四
、
五
は
吉
村
の
主
催
し
た
歌
会
の
記
録
で
あ
る
。
多
く
は
人
物
名
の
右

側
に
朱
字
で
注
記
が
施
さ
れ
て
い
る
。
年
代
は
「
延
享
三
年
正
月
九
日
会
始
」

「
寛
延
二
年
正
月
九
日
会
始
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
お
よ
そ
の

成
立
を
予
想
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
以
外
は
、
六
月
十
五
日
当
座
・
八
月

十
六
日
月
見
会
・
九
月
十
三
日
夜
会
・
十
月
晦
日
当
座
・
十
二
月
廿
五
日
祝
日

会
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

圧
倒
的
に
家
臣
と
一
族
が
多
い
が
、
特
記
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
参
加
者
を
抜

き
出
し
て
み
る
。（　

）
内
は
、
朱
字
の
人
物
注
記
を
も
と
に
論
者
が
私
的
に

注
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

伊
達
家
―
宗
村
（
吉
村
の
子
、
六
代
目
仙
台
藩
主
）・
重
村
・
村
勝
・
村
良

他
家
臣
―
田
辺
希
文
（
上
津
毛
野
希
文
、
田
邊
良
輔
、
仙
台
藩
の
儒
学
者
・
歴

史
家
・
神
道
家
、『
伊
達
世
臣
家
譜
略
記
』）・
即
休
（
錦
織
即
休
、
狂
歌

師
千
柳
亭
綾
彦
）、
源
鎮
成
（
牧
野
権
右
衛
門
）、
藤
原
定
安
（
石
母
田
六

右
衛
門
）・
盛
寿
（
葦
名
修
理
）・
工
藤
丈
庵
（
江
戸
詰
藩
医
、
絵
師
、
工

藤
平
助
の
養
父
、
只
野
真
葛
の
祖
父
）
他

そ
れ
以
外
、
特
に
文
芸
と
の
関
わ
り
に
目
を
転
ず
れ
ば
、
ま
ず
連
歌
師
猪
苗

代
兼
恵
と
石
井
了
珍
の
参
加
が
注
目
さ
れ
る
。
伊
達
家
で
は
連
歌
を
重
要
視
し

て
い
た
。「
伊
達
連
歌
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
綿
抜
豊
昭
に
拠
れ
ば
、
そ
こ
に

関
わ
る
連
歌
の
家
は
政
宗
の
時
か
ら
の
猪
苗
代
家
と
、
忠
宗
の
時
か
ら
の
石
井

家
で
あ
っ
て
、
毎
年
の
七
種
連
歌
は
両
家
が
交
互
に
務
め
て
い
た⑸
。
兼
載
を
祖

と
す
る
連
歌
の
家
・
猪
苗
代
家
の
十
一
代
目
が
兼
郁
で
、
女
子
大
本
『
松
か
浦

嶋
の
記
』
に
も
「
貞
州
、
元
定
は
法
橋
兼
郁
に
あ
な
ひ
さ
せ
、
浪
こ
す
末
の
松

山
な
と
見
む
と
て
」
と
あ
り
、
古
今
伝
授
の
家
で
も
あ
り
、
仙
台
藩
主
に
和
歌
・

連
歌
を
教
え
た
。
兼
恵
は
そ
の
十
二
代
目
で
あ
る
。
石
井
家
は
宗
祇
の
門
人
で

あ
っ
た
了
派
か
ら
始
ま
る
連
歌
の
家
で
、
了
珍
は
里
村
家
か
ら
養
子
に
入
っ
て

い
る
。
中
嶋
謙
昌
に
拠
れ
ば
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
に
『
石
井
三
家
系
図
』

を
制
作
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る⑹
。
こ
の
猪
苗
代
・
石
井
と
い
う
連
歌
の
家

は
京
の
近
衛
家
と
の
交
流
か
ら
伊
達
家
と
京
都
と
の
連
絡
的
役
割
を
果
た
し
た

こ
と
を
綿
抜
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

近
衛
家
を
は
じ
め
と
し
て
公
家
た
ち
に
と
っ
て
伊
達
家
は
金
銭
的
、
物
質

的
な
援
助
者
で
あ
り
、
従
っ
て
伊
達
家
は
そ
の
意
味
で
大
切
な
存
在
で

あ
っ
た
。
一
方
伊
達
家
に
と
っ
て
近
衛
家
を
は
じ
め
と
し
て
公
家
た
ち
は
、

文
化
的
な
面
の
提
供
者
で
あ
る
こ
と
は
大
切
な
の
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
重

要
な
の
は
、
幕
府
と
の
関
係
に
支
障
が
起
き
た
場
合
の
そ
れ
を
取
り
除
く

た
め
の
根
回
先
で
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
猪
苗
代
家
、
石

井
家
の
者
を
京
都
に
住
ま
わ
せ
、
文
化
的
な
こ
と
を
中
心
に
公
家
と
交
渉
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を
持
た
せ
る
こ
と
は
、
仙
台
藩
の
政
治
的
戦
略
と
し
て
重
視
さ
れ
る
べ
き

で
は
な
か
っ
た
か
。

大
蔵
庄
左
衛
門
家
十
代
の
経
春
（
秦
経
春
）
の
和
歌
は
八
首
も
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
歌
人
と
し
て
評
価
と
い
う
よ
り
、
吉
村
と
能
楽
と
の
関
係
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
吉
村
は
父
の
綱
村
の
影
響
で
幼
い
頃
か
ら
金
春
流
の
桜
井

八
右
衛
門
安
成
に
師
事
、
能
に
精
進
し
た
。
多
く
の
能
楽
書
を
残
し
て
お
り
、

そ
の
一
部
が
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
『
今
春
大
蔵
両
家
習
秘
傳
之
條
々
』
は
大
蔵
庄

左
衛
門
九
代
目
経
喜
か
ら
吉
村
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
を
、
経
春
へ
伝
受
し
た
と

説
明
さ
れ
て
い
る⑺
。
女
子
大
本
和
歌
資
料
は
そ
の
経
春
が
吉
村
と
と
も
に
詠
ん

だ
和
歌
を
八
首
掲
載
し
て
お
り
、
そ
れ
は
経
春
の
伝
記
と
し
て
貴
重
で
あ
る
の

み
な
ら
ず
、
近
世
中
期
に
お
け
る
能
楽
師
の
和
歌
活
動
と
し
て
も
今
後
活
用
さ

れ
た
い
。
一
首
の
み
を
挙
げ
て
お
く
。

　
　

夏
衣

な
つ
こ
ろ
も
ひ
と
へ
に
う
す
き
袖
に
さ
へ
た
へ
ぬ
あ
つ
さ
は
し
の
き
か
ね

ぬ
る

ま
た
、
吉
村
は
狩
野
家
に
絵
画
を
学
ん
だ
が
、
狩
野
栄
川
（
木
挽
町
家
狩
野

派
六
代
目
の
絵
師
）
の
和
歌
二
首
も
確
認
で
き
た
。
こ
れ
も
一
首
の
み
挙
げ
て

お
く
。た

れ
も
み
な
こ
よ
ひ
の
空
や
お
し
む
ら
む
あ
き
も
名
残
の
長
月
の
か
け

以
上
、
巻
四
、
五
は
吉
村
の
お
も
に
江
戸
藩
邸
に
お
け
る
歌
会
の
参
加
者
の

一
部
を
あ
ら
あ
ら
見
て
き
た
が
、
大
名
文
化
圏
の
一
部
が
垣
間
見
ら
れ
る
も
の

と
考
え
る
。４　

千
蔭
新
資
料

巻
六
は
趣
が
違
う
。
吉
村
、
村
倫
が
鬼
籍
に
赴
い
た
後
の
興
行
で
、
中
心
と

な
る
の
が
伊
達
重
村
で
あ
る
。
何
よ
り
注
目
さ
れ
る
の
が
そ
の
歌
会
に
橘
千
蔭

が
参
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
重
村
は
吉
村
の
孫
で
あ
り
、
福
井
に
よ
れ
ば

「
土
井
利
徳
、
青
木
一
貫
、
毛
利
重
就
、
酒
井
忠
以
、
松
平
康
致
、
伊
達
村
候

の
諸
侯
并
に
藩
士
大
内
義
門
田
邊
希
文
等
と
の
唱
和
多
し
」「
儒
学
に
関
す
る

著
書
も
多
く
」、
近
衛
関
白
内
前
、
日
野
資
枝
、
柳
原
光
綱
、
冷
泉
為
村
に
点

を
請
う
た
と
い
う
。

女
子
大
本
和
歌
資
料
は
「
安
永
八
年
十
月
廿
八
日　

月
次
会
兼
題
」「
安
永

八
年
十
月
廿
八
日　

当
座
」
の
二
つ
で
あ
る
。
と
も
に
重
村
の
主
催
す
る
歌
会

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
出
席
者
も
伊
達
村
隆
、
冷
泉
家
や
古
義
堂
と
の
関
係

の
深
い
越
後
長
岡
藩
主
牧
野
忠
精
、
江
戸
冷
泉
派
の
中
心
人
物
・
廣
通(

石
乃

平
蔵)

の
名
が
見
え
、
吉
村
没
後
の
新
た
な
文
芸
サ
ロ
ン
の
誕
生
を
窺
わ
せ
る
。

注
目
す
べ
き
は
こ
の
歌
会
に
橘
千
蔭
（
加
藤
又
左
衛
門)

が
参
加
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
鈴
木
淳
が
、

同
年
（
福
田
注
：
安
永
八
年
）
十
月
廿
八
日
、
仙
台
侯
伊
達
重
村
の
歌
会

に
招
か
れ
る
。『
加
藤
枝
直
日
記
』
の
同
日
条
に
、「
一
、
仙
台
侯
へ
歌
之

御
会
に
て
、
千
蔭
被
為
召
、
昼
前
よ
り
参
、
夜
五
時
帰
、
彼
是
御
懇
意
之

御
意
有
之
之
由
」
云
々
と
あ
る
。」
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と
指
摘
し
て
い
る⑻
。
鈴
木
は
千
蔭
の
父
で
あ
る
枝
直
の
日
記
を
も
と
に
記
述
し

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
今
回
の
女
子
大
本
和
歌
資
料
に
拠
っ
て
そ
の
実
態
と
詠

歌
が
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
千
蔭
詠
は
、

仙
人
の
め
つ
て
ふ
菊
は
冬
か
け
て
ち
い
ろ
の
秋
の
色
そ
の
こ
れ
る

　
　
　

松
雪

白
雪
の
積
り
も
や
せ
し
と
朝
な
〳
〵
ま
つ
む
か
は
る
ゝ
遠
の
山
端

で
あ
る
。
そ
し
て
巻
軸
の
村
隆
詠
、
題
は
「
祝
言
」。

霜
の
後
も
は
か
へ
ぬ
松
を
た
め
し
に
て
ち
よ
経
む
や
と
の
さ
か
へ
を
そ
し

る
以
上
、
本
稿
は
日
本
女
子
大
学
日
本
文
学
科
所
蔵
の
伊
達
家
和
歌
資
料
の
紹

介
を
中
心
に
論
述
し
た
。
資
料
の
活
用
と
と
も
に
近
世
期
大
名
家
の
文
事
、
和

歌
史
に
お
け
る
大
名
家
歌
会
の
位
置
づ
け
な
ど
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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福
井
久
蔵
『
諸
大
名
の
学
術
と
文
芸
の
研
究
』（
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書
房
、
昭
和
五
十
一
年
）、
以
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、
福
井
と
す
る
の
は
す
べ
て
同
書
に
拠
る
。

⑵　

渡
辺
憲
司
『
近
世
大
名
文
化
圏
研
究
』（
八
木
書
店
、
平
成
九
年
）。

⑶　

福
田
安
典
「
伊
予
宇
和
島
藩
の
文
化
と
書
物
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
基
幹
研
究

『
日
本
古
典
文
学
に
お
け
る
〈
中
央
〉
と
〈
地
方
〉』、
平
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八
年
）。
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『
登
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誌
』（
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年
、
登
米
町
発
行
）。
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綿
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昭
『
猪
苗
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の
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究
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年
、
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社
）。
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嶋
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昌
「『
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家
と
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叢
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、
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年
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）。
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鈴
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淳
『
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平
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十
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、
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）。

本
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文
は
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Ｐ
Ｓ
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的
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成
果
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。
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史
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受
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